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研究成果の概要（和文）：爪の欠損は先天性、剥脱、挫滅などで引き起こされる。現在、爪欠損に対する有効な
治療法はなく、患者からは再生医療による新たな治療法の確立が待たれている。
ラットの前足および後足から爪母を顕微鏡下に採取して爪線維芽細胞を培養してゼラチン内に封入した。次にフ
ィーダー細胞上で爪上皮細胞を培養して、線維芽細胞を含んだゼラチンの上に爪上皮細胞を蒔いてラットの背部
皮下に移植して生体内での爪産生を試みた。硬性ケラチンの産生は確認できたが、産生された物質の形態が球状
であり硬性ケラチンの分布も不均一であった。より爪に近い硬性ケラチンを作製するために移植する際の足場の
素材を変えて研究継続中である。

研究成果の概要（英文）：Nail defects are caused by congenital conditions, exfoliation, crushing, 
etc. Currently, there is no effective treatment for nail defects, and patients are waiting for the 
establishment of new treatment methods using regenerative medicine. Nail matrices were collected 
from the front and hind paws of rats under a microscope, and nail fibroblasts were cultured and 
encapsulated in gelatin. Next, the nail epithelial cells were cultured on feeder cells, and the nail
 epithelial cells were seeded on gelatin containing fibroblasts and transplanted subcutaneously on 
the backs of rats in an attempt to produce nails in vivo. Although production of hard keratin was 
confirmed, the shape of the produced substance was spherical and the distribution of hard keratin 
was uneven. Research is ongoing by changing the material of the scaffold used for transplantation in
 order to create hard keratin that is more similar to nails.

研究分野：爪欠損の再生医療
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
爪は手指先端を保護し、“つまむ”“はさむ”などにおいて重要な働きをもつ硬組織である。爪の欠損は
nail-patella syndromeのように先天性に生じることもあるが、爪の剥脱や手指挫滅などの外傷で引き起こされ
ることも多い。爪が無いと指先に力が入らず細かな動作ができなくなるだけでなく指腹部の知覚異常も引き起こ
されてくることがある。
現在、爪欠損に対する有効な治療法はなく再生医療による新たな治療法の確立は社会的に急務であり本研究の意
義は大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

爪は手指先端を保護し、“つまむ”“はさむ”などにおいて重要な働きをもつ硬組織

である。爪の欠損はnail-patella syndromeのように先天性に生じることもあるが、爪

の剥脱や手指挫滅などの外傷で引き起こされることも多い。 

爪が無いと指先に力が入らず細かな動作ができなくなるだけでなく指腹部の知覚異常

も引き起こされてくることがある。 

 
２．研究の目的 

現在、爪欠損に対する有効な治療法はなく再生医療による新たな治療法の確立は社会

的に急務である。爪母細胞を用いてコラーゲンシートによる培養を行う。その爪母幹

細胞培養シートを移植することで、より質の高い爪の再生に世界で初めて成功するこ

とを本研究の目的とする。 

 
３．研究の方法 

ラットの前足および後足から爪母を顕微鏡下に採取して爪線維芽細胞を培養してゼラ

チン内に封入した。次に 3T3 細胞をフィーダーとして爪上皮細胞を培養して、線維芽細

胞を含んだゼラチンの上に爪上皮細胞を蒔いてラットの背部皮下に移植して生体内で

の爪産生を試みた。 

培養した爪母上皮細胞 上皮細胞免疫染色 
 
４．研究成果 

□ 産生された物質を硬性ケラチンの抗体で免疫染色して硬性ケラチンの産生は確認

できたが、産生された物質の形態が球状であり硬性ケラチンの分布も不均一であっ

た。 

産生された硬性ケラチン 

□ 爪上皮細胞をラット背部皮下に移植する際のスキャフォード（足場）をポリカプロ

ラクトンにしてみたが硬性ケラチンの産生は不十分であった。 

□ そこで移植する爪上皮細胞の密度を上げるために磁性を持つナノ粒子を爪上皮細胞

に結合させて磁石上で培養する方法を試みている。そして、より爪に近い硬性ケラ



チンを作製するためにコラーゲン薄膜の上で爪上皮細胞を培養してラット背部皮下

に移植したが硬性ケラチンの層と層の間が剝がれてしまい理想的な爪（硬性ケラチ

ン）の産生には至ってはおらず研究継続中である。 
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